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慌ただしく過ぎたこの一年 
                   天白こじょう会 会長 

32 期 地域Ｂ 小島 明 

この数年来の中で、今期は今までとはまるで違った状況となりました。 

私が天白こじょう会（以下、当会と略）へ入会した年からコロナ禍が世界的

にまん延し、その後は会議、行事、ボランティア等が次々と中止となり、その

間に毎年 20 名前後の退会者が続きました。全体では 230 名の会員が 151

名迄減少しました。 

昨年の春から、コロナ感染症が 5 類に移行されるのと同時に多くの規制が

なくなり、様々な行事が行われるようになりました。こじょう会活動においてもセンターまつり、

グラウンドゴルフ、16 区フェスティバル、天白区区民まつり、ブロック会等、私の出番や役割も

急激に増えた為、久しぶりに夏風邪（後からコロナと言われました）や夏バテも経験いたしました。 

 昨年 4 月から 34 期生新入会員や途中入会者が７名あり、会の活動も活発化し、ボランティア

では久しぶりに特養ほほえみで歌や紙芝居が始まりました。 

又、センターまつりの作品展では初めて行った体験作品の展示が他区からの注目を集めました。

16 区フェスティバルでは全員で頑張り準優勝の成績となりました。 

これも皆さんの積極的なご参加によるものと、改めてお礼申し上げます。 

今年卒業の 37 期生に対し、12 月の地域ミーティングを経て１月の区会説明会では当日の入会

申込者が 7 名と、2 月 26 日の最終発表では久しぶりの 2 桁の入会者になりそうで、楽しみにな

って来ています。 

 

来期も、まだコロナ感染症やインフルエンザの流行が懸念されます。今期以上に忙しい１年とな

りそうですが、体調管理と感染症対策には十分気を付けながら、新しい役員と会員の皆様と共に楽

しい「天白こじょう会」にしたいと思います。 

 

 元日に起こった能登半島地震に対し、１月の役員会で会からの義援金２万円拠出をご承認いただ

き、早速中日新聞本社に届けてまいりました。 

皆様のあたたかいご配慮に感謝申し上げます。 

  

 

 

               

 

 

 

 

 

 

中日新聞 2024 年1 月26 日 

 会長挨拶 
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33 期 地域Ａ 青山 博美 

役員会 10 月 7 日（土）  天白在宅サービスセンター・研修室 23 名出席 

会 長：作品展、皆様のご協力に感謝。10 月に入り急に気温が下がって、風邪

も流行ってきている。体調管理に十分気を付けて下さい。 

鯱城会：・37 期生向け地域ミーティング：12 月 1 日(金)に鯱城学園で。 

37 期生対象は 30 名。 

行 事：・「みんなの作品展」：出展数は101 点（内、体験作品 42 点）、2 日

間の来場者は 259 名。 

ボ ラ：・心の絆創膏：9 月 12 日(火)8:00～地下鉄伏見駅で。８名参加。 

      ・施設訪問：「ほほえみ」9 月19 日(火)、当会から 5 名、入居者は 12 名参加。 

 

★「みんなの作品展」の反省会 

 ・市川委員長：役員・実行委員・出展者のおかげで開催・運営ができたことに感謝。体験作

品の出展は他の区からも好評であった。10月31日に行う常滑の陶芸体験で作った作品も、

来年是非とも出展していただきたい。 

  作品展開催までの流れの説明。当初、出展作品が集まらず、過去に出展していただいた方々

に電話をかけまくり、以前に製作したものでも良いと言って出してもらった。 

  今回、水本さん、小島さんの作品はスマホで撮ったもの。スマホでも立派な写真が撮れる

のでもっと気軽に写真を撮って出展して欲しい。 

・出席者：センターまつりのイベントで、子供を呼べる企画が少なかった。宣伝も不足。 

     

拡大役員会 11 月 11 日（土） 生涯学習センター・第１集会室 36 名出席 

※10 月 13 日にご逝去された原ブロック 23 期鈴木泰治さんに黙祷を捧げた。 

会 長：先日インフルエンザの予防接種を受けに行ったら、多くの人が来ていた。今年は早目に流

行の模様。打たれる方は早目にされた方が良い。訃報の鈴木泰治さんは昨年の作品展では

お元気であった。体調が急変することもあるので気を付けましょう。  

鯱城会：・10 月 18 日(水)にグラウンドゴルフ交歓会を庄内緑地で実施。参加者は全体で 180

名、当会から 6 名参加。昨年から個人戦なので来年はもっと参加して欲しい。 

行 事：・10 月 31 日(火)に「常滑やきもの散歩道と陶芸体験」を実施。参加者は 24 名。参加

者全員でろくろを回し、湯呑や茶碗を作製したが、思ったよりもスムーズにできた。 

ボ ラ：・施設「ほほえみ」訪問：10 月 13 日(金)に実施。水本さんが月光仮面の扮装で盛り上

げ。参加者は当会６名、入居者８名。 

    ・天白区民まつり。10 月 22 日(日)に13 名参加。翌日も片付けに 7 名参加。 

ﾌﾞﾛｯｸ会：10 月 15 日(日)に平針ブロック会（西尾会長）。旧平針公民館で谷田さんの堀川に関す

る講演会と、浜木綿で食事会。19 名参加。 

  

役員会等報告   
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役員会 12 月９日（土） 天白在宅サービスセンター・研修室 24 名出席 

会 長：今のところ、今期のイベントは順調に実施できています。そろそろ来期の計画を作り始め

たいと考えています。 

鯱城会：・11 月 16 日(木)16 区フェスティバルが東スポーツセンターで実施。全体でほぼ 500

名が、当会からは 35 名が参加。昨年よりも参加者増。結果は同率 2 位と健闘。 

・12 月 1 日(金)に 37 期生向け地域ミーティングが鯱城学園で実施。天白は 30 名中

21 名と高い出席率。天白こじょう会は 6 名出席。7 名ずつ 3 班に分けてグループワー

ク。 

総 務：・ベストの追加について、現状の購入先では黄色が廃版。他の店を探したが黄色について

は思ったようなデザインがないか、材質が落ちるのに価格は高くなる。今後の調達を考え、

緑色への変更を提案したが、賛同を得られず継続審議となった。 

行 事：・研修会は 2 月 16 日(金)に、「支え合い育てる介護保険制度」の題で、名市大・永野正

子客員教授を講師として計画。 

ボ ラ：・11 月 18 日(土)に堀川清掃大作戦に参加。当会は第 7 地点「宮の渡し公園に集合」、

新堀川沿いを 8 名で清掃。ゴミの収集量は他と比べて多い方だった。 

ﾌﾞﾛｯｸ会：・12 月 5 日(火)に御幸山ブロック会（佐々山会長）。白鳥庭園で紅葉散策と木曽路で食

事会。13 名参加。 

    ・12 月 8 日(金)に原ブロック会（小川会長）。「わか松原店」で懇親会。7 名参加。 

    

役員会 １月 20 日（土） 天白在宅サービスセンター・研修室 22 名出席 

※12 月９日にご逝去された植田ブロック 27 期小山良太さんに黙祷を捧げた。 

会 長：元日に能登で大きな地震があった。今後発生が心配されている東南海地震はこの５倍以上

の強度と言われている。事前の対策・準備を行って欲しい。また、新型コロナの患者が増

え、愛知県でも 10 波に入ったとのこと。体調に異変を感じたら適切に受診してください。 

学 園：・公開講座：１月 12 日(金)「懐かしの歌のおくりもの」、客席はほぼ満席。当会からは

カラオケ同好会員７名が「うたごえ」に参加し、盛り上げた。   

鯱城会：・令和６年度の鯱城会会長選挙は、２月５日の代議員会で実施。今のところ立候補者なし。   

    ・３月７日(木)にＯＢ文化祭。鯱城ホールで。 

総 務：・１月 26 日(金)に37 期生向け区会説明会。多くの新規会員獲得を目指す。 

行 事：・12 月 12 日(火)の見学会「名古屋地方気象台と名古屋大学博物館」、21 名参加。 

    ・１月 11 日(木)針名神社初詣：31 名参加。新年会(木曽路八事店)：28 名参加。 

・２月 16 日(金)研修会「今後自分らしく生きるための知識」、21 名参加予定。 

ボ ラ：・1 月 16 日(火)養護老人ホーム「ほほえみ」訪問。６名参加。ギター伴奏で歌と紙芝居。 

・3 月１日(金)17:30～：こころの絆創膏。金山駅で。当会から５名参加予定。 

・３月 10 日のウィメンズマラソンはボランティアとして 30 名参加予定。活動場所は瑞

穂区南エリア、10km コースの往路。２月 24 日に全員に参加者説明会。    

来年度：小島会長が来期も継続するが、34 期の皆さんには来季から活躍してもらうため、総会資

料の作成段階から現行役員と一緒に作業をしてもらう。 

愛護会：・第三街路樹愛護会は 12 月で解散。（小山会長のご逝去と会員数減により）        

・植田中央公園愛護会(坂井詔男会長)：12 月９日(土)に懇親会。10 名参加。 
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その他：・２月からボッチャの同好会参加者を募集する。 

    ・(小島会長)能登半島大地震に義援金２万円の提案⇒賛成(反対０)多数で承認。 

    ・ベストの件。前回継続審議となったが、会員へのベスト返却依頼を２月の会費納入願い

に記載する。ただし、37 期生用に新たに緑色のベストを購入する。 

・懇親会の費用について、当日集めだと煩雑。できるだけ年会費と一緒に集めてほしい。 

 

 

 

37 期生向け第３回地域ミーティング／区会説明会 
                      33 期 地域Ａ 青山 博美   

 第３回地域ミーティングが、12 月 1 日(金)に鯱城学園 8Ｆ・第１講義室で行われました。当日

は天白在住の 37 期生30 名の内 21 名が出席されました（かなりの高出席率です）。当会からは

小島会長、青山、戸谷リーダー、及び後藤さん・若原さん・久野さんの34 期生で計 6 名が出席

しました。 

 今回は前週に行われたボランティアに関する地域活動発表会の内容を基に、その続編と位置付け、

地域活動やボランティア活動についてのグループワークを実施するという、今までにない内容で行

われました。出席された 21 名を 7 名ずつの３班に分け、各班から①発表会の内容に対する感想

と、②地域活動・ボランティア活動に対する自分の思いを述べてもらい、③学生のグループの１名

がまとめを発表するという形で進められました。 

前週の発表事例では「複数のガイド等に参加・活動しているというかなりレベルの高いボランテ

ィア活動事例」があるかと思えば、「集まってわいわいやっている割には、ほとんどボランティア

活動になっていない事例」があるなど活動レベルのバラツキが大きく、また発表会に参加していな

い方もいたため、「地域活動を考える」という討論テーマでは若干議論が進みにくかった。 

しかし学生からは多くの発言があり、特にボランティア活動に対しては何らかの形で参加したい

との前向きの意見が聞かれたので、来年多く

の方に鯱城会に入ってもらうことが期待でき

ると思いました。 

最後に当会からは、「鯱城会がボランティア

活動だけを行う会ではなく、各種のイベント

や同好会活動も盛んに行っている楽しい会で

す」とアピールさせて頂きました。 

 

区会説明会（鯱城会への勧誘説明会）が、1 月 26 日(金)に鯱城ホールで行われました。当日は

当会から、小島会長・伊藤初枝さん・新田さん、34 期生の坪井さん、後藤さん、若原さん、加藤

眞知子さんと青山が出席しました。今回は、入会してからの様子などに質問が多く出ると予想され

たため、昨年入会された 34 期生の皆さんに多く出席して貰っています。37 期生は天白区在住の

29 名中 23 名が出席され予想以上の高率でした。資料は当会の組織表や今期の活動状況、同好会

の概要をまとめたものを準備しましたが、第 2 回目の地域ミーティングで説明してあったので、

先に出席者からの質問に回答する形で進めました。 
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主な質問としては、「シルバーカレッジと両立するか」（これに関しては加藤眞知子さんが自分の

経験を基に大丈夫と回答）、「役員の数が多いが、役

員になった場合の負荷はどの程度か」などの質問が

積極的に出され、当会としてもできるだけ分かり易

く回答したつもりです。 

 会の終了後、すぐに回答を出して頂いた方は9 名

で、うち７名から「入会申込書」が提出された。他

の人は２月 26 日に回答が出るが、是非とも多くの

方に仲間になって頂くことを期待しています。 

 

 

 

天白区区民まつりのボランティアに参加して 

33 期 地域Ａ 青山 博美 

 10 月 22 日(日) 4 年ぶりに開催された天白区区民まつりのボランティアに、12 名で参加しま

した。当日は名古屋まつりも開催され人出が心配されまし

たが、晴天に恵まれ、4 万人以上の大盛況でした。その分

ボランティアはどこも大忙しで、自分が担当したゴミステ

ーションでの分別指導もまさに息つく暇なしの状態でした。

他の自転車置き場誘導やマックスバリューの駐車場での看

板持ちもそれぞれ大変だったとのことでした。 

名古屋まつりと日程が重なったことから、いつもボラン

ティアに参加してもらえるボーイスカウトが不参加となり、当会への負荷がいつもより大きかった

ようです。家族連れや子供の姿も多く見られ、多彩な屋台や出展ブース、舞台での出し物などを楽

しんでいるのを見るのは心地よいものです。

充実感もあり、終了後も職員の方々からね

ぎらいの言葉をかけられ、達成感のある 1

日でした。 

当会のボランティア活動以外でも、個人

で舞台に出演された方、地域のブースに出

展された方など、会場内で奮闘する会員の姿があ

ちこちで見受けられました。 

 翌23日(月)も後片付けのゴミ拾いを7名で行

いましたが、かなり広い範囲を回った割にはゴミ

の量はそれほど多くなく（全体で 45Ｌの袋に 1

杯分位）、1 時間ほどで済ますことができました。

ご参加の皆様、本当にお疲れさまでした。 

駐輪場の様子 

ゴミステーションの分別指導（大変でした！） 
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第 12 回堀川清掃大作戦に参加しました 
32 期 陶芸 戸谷 和代 

11 月 18 日(土)「鯱城会」・「学生会」・「堀川と生活を考える会」合同で、

堀川上流から下流まで16Km を9 拠点に分割して行われました。当日は、急

に朝から冷え込み、皆防寒対策をしての活動になりました。 

当会は、緑鯱城会・学生会 37 期・38 期の美術専攻生と合同で、第７拠点

を担当。熱田神宮伝馬町から徒歩 10 分の宮の渡し公園東詰めに総勢50 名が

集合。堀川を考える会の谷田耕三さん（当会会員）から、挨拶と説明を受けた

後、10 時から 3 コースに分かれ、火ばさみ、ゴミ袋とこじょう旗を持ち、私達 8 名は、新堀川

（宮の渡し公園～熱田橋折返しコース）の清掃活動を行いました。たばこの吸い殻のポイ捨てゴミ

が多く、かさばるゴミ・空き缶ペットボトルなども端っこに捨てられていて、往路だけで 45L の

ゴミ袋 3 袋が満杯になりました。復路では、堀川上空にウミウの群れが飛びかう素晴らしい光景

も見られ、掃除も終わり清々しい気分になりました。全体では、10 袋のゴミが収集されました。 

解散後、希望者はランチに向かいました。参加の皆様、寒い中お疲れ様でした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着物姿も艶やかな民謡踊り 

 

令和 6 年度 総会開催のお知らせ 

・日時：4 月 17 日（水）10：00～ 

・会場：天白生涯学習センター 第 1 集会室 

※総会後、会場を木曽路に移して懇親会を開催します。 
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常滑「やきもの散歩」巡りと陶芸体験 
31 期 陶芸 川島 英良 

 10 月 31 日(火) 常滑「やきもの散歩」巡りと陶芸体験に参加しました。 

快晴に恵まれ、絶好のやきもの散歩日和となりました。参加者は 24 名。 

 8 時 50 分に金山駅に集合。常滑駅へ到着後、スタート時点の「陶芸磁器館」

に向かう。道路沿いのコンクリート塀に、常滑のもう一つのシンボルである招き

猫通りがあり、ユニークな表情をしたオブジェが飾られていました。 

それぞれの猫には「縁結び、家内安全、健康長寿」の文字が書いてあ

り、なでるとご利益がありそうです。また、見上げると北山橋の横に日

本一と言われる巨大な見守り猫「とこちゃん」（幅 6.3m×高さ 3.2m）

がありました。鼻と爪のみが陶器使用とのこと。 

 スタート地点で準備体操後、常滑は坂の街と言う事で緩やかコースと

坂道コースの 2 班に分かれて、常滑歴史会案内者（計 4 名）の方にガ

イドをお願いしました。常滑焼は常滑市周辺で作られた陶磁器で、特徴は知多半島で採れた鉄分を

多く含む土を低温で焼く事で赤く発色しす。沢山の土管、瓶が製造され、主に関東地方へ運ばれま

した。 

 散歩道の途中には、土中に埋めて配線をいれた土管やレンガ作りの煙

突、窯の跡が散在していました。また、路の上にはスムーズに作陶出来

るように建屋と建屋を結ぶ渡り廊下が設けられ、各作業部屋を繋いでい

ました。今も家の土塀に窯の残土を利用した壁があり、そこから白い塩

分が噴き出ている場所がありました。途中の「土管坂」では、左右の壁

が製品化出来なかった明治時代の土管や、昭和時代の焼酎瓶で覆れてお

り、その足元には U 型の土管が滑り止めとして埋められていました。 

 江戸時代から迴船問屋を営んでいた瀧田家は、主に関東地方へ物を運ぶことで大いに繁盛し、現

在は屋敷が資料館になっています。 

 陶芸教室「晴光」では電動ロクロを体験しました。作陶が初めての人、ロクロに初めて触れる人、

悪戦苦闘しながら思い思いの器作りを体験しました。変形した器を指導者の方に修正して貰いなが

らなんとか全員が仕上げました。焼き上がり作品がどんな色に仕上がっているか楽しみです。 

 最後に茶房タンポポで昼食を摂りました。「名物タンポポコーヒー」も美味でした。 

  

閉会式（表彰式）模様 
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16 区フェスティバル観戦記 
34 期 国際A 坪井 徹 

第 6 回 16 区フェスティバルが 11 月 16 日(木)東スポーツセンターにて開催

されました。昨年はコロナ禍で言わば恐る恐るの開催だったようですが、今年の

参加者数は約 500 名、内天白区は 35 名で、昨年よりいずれも 2 割増とかつて

の賑わいを取り戻し、初参加の私には鯱城学園体育祭の再現で、現役生顔負けの

催しのように映りました。 

 大会は開会宣言、挨拶、準備体操に続いて、全員参加しての最初の種目「〇×

クイズ」が、どんな問題か興味津々の中で始まりました。第 1 問「16 区で最も高齢化が進んでい

る区は南区である。〇か×か？」（答えは〇）から第 4 問まで。当区では新入会生の新田さんと加

藤八重子さんのお二人が見事全問正解しました。 

 続いて第 2 の種目は「ボッチャ」です。ここからは 16 区を 4 ブロックに分けての競争です。

この競技は各区で取り組み状況に差があり、今回は得点に加算しないオープン競技の扱いです。取

り組みが遅れた天白区は苦戦が予想されましたが、直近の猛練習？が実り、他の 3 区との総当た

り戦で 5 勝 7 敗とよく健闘しました。 

第 3 の種目「龍の玉送り」は、大きなボールを頭越しに後ろの人に送りタイムを競うものです

が、残念ながら 4 チーム中第 3 位。 

そして最後の種目は「玉入れ」です。20 人が参加し１分間でカゴに入れた球数を競います。最

初の競技ブロックの 1 位が 32 個。待機中に1 人の目標を 2 個にしようとヒソヒソ話し。結果は

西尾さんと新田さんがそれぞれ 5 個と大活躍し、トータル 37 個は 4 ブロックを通しても最高得

点でした。全員が明確な目標を持ったことが、良い結果に結びついたようです。 

 いよいよフィナーレ間近か、民謡クラブなど有志が大輪になって民謡を踊ります。そして閉会式

での成績発表では、天白区が総合２位の発表に、万歳ありハイタッチありの大変な盛り上がりでし

た。どなたかが言いました「やはり勝つと嬉しいね」。私も正に同感です。 

また来年も「それなりの成績で」喜びを分かち合いましょう。皆さん、お疲れさまでした。 

競技中の皆さんの雄姿を残そうと、宮前 裕道さんに写真撮影をお願いしました。ご協力大変有

難うございました。 
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○×クイズでは 

最後まで2 名が残りました 

初のボッチャ競技でも活躍 

開会式 

玉入れ競技 

グループ１位になり大歓声 

玉送り競技でも善戦 

最後は、 

みんなで民謡踊り 

閉会式（戦いが終わり…） 
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名古屋地方気象台・名古屋大学博物館を見学して 
31 期 地域A 市川 正信 

 12 月 12 日(火)、参加者 23 名で実施しました。当日は、明け方まで雨模

様でしたが集合時間の9 時には雨も上がり快適な散策日和になりました。本

山駅から北へ 10 分程坂道を上ると白い塔とドームが目立つ名古屋地方気象

台に到着です。 

まず、会議室で気象台の組織・観測方法・天気予報の仕組み等の説明があり

ました。全国で 1,300 か所の観察所、アメダスによる観測の自動化、気象衛

星による観測、気象庁HP の掲載内容、スパコンによるデータ処理などです。

これらの説明を聞きながら、天気予報のデータ収集の凄さ

を感じると同時に、天気予報の発表にはデータを分析し解

析する人間の力が必要であることを知り、AI に勝る人間の

判断力の凄さを思ったりしました。 

その後、屋外に出てアメダスの観測機器(温度、湿度、雨

量、風向風力を自動観測)・高層気象を捉える施設・雨や雲

を捉える気象レーダー・生物季節観測の指標植物を見学し

ました。当初の説明では「気象台の機材は置いてあるだけ

で動きが無いので面白みがない」とのお話でしたが、反して興味津々で機器の質問をしたり大王松

の松笠を拾い集めたりと楽しく見学できました。

また、気象レーダーに垂れ下がるロープが雪を払

う大切な役目を持つことや気象台の地下には地

下鉄名城線が通っているとの話もあり驚いたり

しました。 

名古屋大学博物館へは、本山駅から地下鉄での

移動です。館内には、名古屋港に流れ着いたマッ

コウクジラの骨格標本・戦前に日本人の手で作ら

れた電子顕微鏡・医学の発展を支えたロウの模型

・宇宙船の活動訓練に使われた装置などが展示されていました。     

また、今回は、二酸化炭素や放射性廃棄物の地

下保存を視野に入れた球状コンクリーション研

究の特別展もありました。 

これらの 2 か所の施設を見学して、地道な研

究や情報収集活動が科学の進歩や暮らしを支え

ていることを改めて感

じました。  

 

 

 

  

気象台の正面玄関前で集合写真 

名古屋気象台ガイダンス模様 

名古屋大学博物館の展示室 
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グラウンドゴルフ交歓会を観戦して 
                           33 期 地域Ａ 青山 博美   

 グラウンドゴルフ交歓会は、10 月 18 日(水)に庄内緑地公園・陸上競技場で開催されました。

快晴の中、参加選手は全体で 180 名、天白こじょう会からは 6 名が参加しました。競技は個人戦

のみで８ホール×２ラウンドで行われました。グラウンド一杯に色とりどりのベストを着用した選

手たちがクラブを片手にボールを追いかけ、「ナイス！」「惜しい！」などと声を掛け合いながら和

気あいあいとプレーしていました。残念

ながら当会のメンバーは賞品をゲットで

きませんでしたが、皆さん青空の下で気

持ちの良い１日を過ごされていました。 

本大会は個人戦なので自分のプレーに

集中でき、気楽に参加できます。来年は

もっと多くの皆様のご参加を期待します。 

なお、鯱城会幹事の伊藤初枝さんも役員として尽力されました。 

 

 

令和 6 年 針名神社初詣及び新年会を実施 
                           33 期 地域Ａ 青山 博美   

 毎年恒例の針名神社初詣は、新型コロナが５類になったのと、久しぶりに新年会も実施するとの

ことで、近年になく大勢の参加者で行われました（参拝の参加者 31 名、新年会 28 名）。今回は

参拝に在学中の 37、38 期生が３名、新年会にも 37 期生が１名参加して頂けました。 

 １月11日(木)10時に地下鉄平針駅

に集合し、徒歩で針名神社へ（直接針

名神社へ行かれた方もあり）。針名神社

はご承知のように式内社（延喜式に記

載されている神社）で、自分の家の氏

神である植田八幡社よりも格式が高く

立派。参拝は拝殿に昇殿して行われ、

祝詞とお払いの神事の後、神主さんか

ら天井画（これもなかなか立派）に描

かれている四神（青龍、朱雀、白虎、玄武）のお話がありました。その中で今年の運気を、干支に

あたる青龍のことを交えて、「年初に能登半島地震や羽田の航空機事故がありましたが、龍は勢い

よく天に昇っていくことを表し、物事を発展させ、成功や勝利をもたらすものです。良い年となる

ことをお祈りします。」とのお話があり

ました。 

 その後、木曽路・八事店で新年会を

開催。参加者全員が和気あいあいと歓

談され、年初のお祝いと会の一層の発

展、皆の健康と多幸を祈り合いました。 
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公開講座「懐かしの歌のおくりもの」に参加して 
          33 期 地域Ａ 青山 博美 

 １月 12 日(金)に、鯱城学園と鯱城会の共催として、公開講座「懐かしの歌のおくりもの」が鯱

城ホールで開催されました。ソングリーダーは佐野文彦さん、ピアノは須原睦さん、ベースは間瀬

卓（たかし）さん。佐野さんは鯱城の音楽の授業の講師

で、自分たちは共通講座で「うたごえ」の授業？があっ

たと記憶しています。伴奏のお二人はＮＨＫののど自慢

でバック演奏を勤められているとのこと。 

当日は予想に反し？整理券が出るほどで、ホールは殆

ど満席でした。講座は佐野さんがソロで歌われる部分と、

皆で合唱（うたごえ）の部分が織り交ぜられて進められ

ました。 

当会からはカ

ラオケ同好会の

面々７名が出席され、皆で盛り上げました。 

進行も手慣れたものであり、皆で楽しめる講座でした。

鯱城会幹事の伊藤初枝さん、沢山の観客の誘導・整理、

大変お疲れさまでした。 

 

 

 

 

原ブロック会を開催しました 

      29 期 地域A 小川 司郎                   

12 月 8 日(金)11 時から、わか松天白原店において原ブロック会の懇親会を

開催しました。参加者は小島会長を含めて 7 名でした。 

長年にわたり原ブロック会の活動にご尽力頂いた鈴木泰治さんが 10 月にお

亡くなりになりました。ご冥福をお祈りします。 

また、今年新しく入会された 34 期加藤眞知子さんが、本日の懇親会に初参

加されたので皆さんにご紹介しました。 

初めに小島会長から当会の最近の話題を含めてご挨

拶頂いた後、各自近況報告を行い会食に移りました。

1 時間半ほどの短い時間でしたが、ビールも入り話に

弾みがついて、楽しい時間を過ごすことができました。 

次回は夏ごろに開きたいと思いますので、皆さんの

ご参加をお願いします。 

 

 

  

壇上の講師の佐野さん達 
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御幸山ブロック・令和 5 年度活動報告及び令和 6 年度活動目標 
                                              29 期 生活A  佐々山 浩将 

昨年度末には、コロナ禍の不安で落ち着かない日常も徐々に改善に向かい 

“ゼロ”コロナとは言わないまでも、最小限に抑え込むことが出来るようにな

りました。 

そんな中、当ブロックとしましては、年度３回の行事（食事会）を行うこと

を目標として活動して来ました。 

・ NHK 名古屋放送センター見学（７月５日）、10 名参加 

「嘉文栄本店」にて会食 … 詳細は 109 号に   

掲載。 

・ 白鳥庭園紅葉狩り（12 月 5 日）、11 名参加 

「木曽路八事店」にて会食、13 名参加 

・ 会食（３月予定） 

令和６年度についても、日時・場所等は未定ですが

今年度と同程度（年３回）を計画したいと思います。 

 

 

 

「植田中央公園愛護会」清掃ボランティアへのお誘い 
23 期 園芸 坂井 詔男 

 植田中央公園愛護会は、昨年度までは「特定愛護会」として月 2 回の清掃

と年 2 回の除草を行うボランティア活動を長年続けてきました。 

しかし会員の高齢化に伴い除草作業が負担になってきたことから、会員で相

談を行い天白土木事務所の了解を得て、今年度（令和 5 年）から一般の愛護

会に変更しました。また花壇2か所を預かり季節の花植えも楽しんでいます。 

毎回 10 人以上の方が集まり和気あいあいと元気に活動ができております。 

12 月 9 日には食事会を実施（茶寮 Rikyu にて）しました。 

このように１年を通じて身体を動かし、仲間と語らい、健康維持に努めています。 

皆さんもぜひ参加してください。 

1. 活 動 日：月 2 回、第 1・第 3 土曜日、朝 9 時集合（約 40 分活動。雨天の場合は翌日） 

2. 集合場所：植田中央公園東入口付近(洋服AOKI の前方) 

3. 活動内容：公園のごみ回収、花壇の花植え、手入れ（ゴミ袋、作業道具等は愛護会で準備） 

※ 出欠連絡は必要なく当日の参加者で活動します 
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平針ブロック会だより 

28 期 地域 西尾 克己         

10 月 15 日、第 24 回平針ブロック会に 19 名が集った。 

久しぶりにお顔を拝見し、皆お元気なので嬉しい気持ちになりました。会員の

皆様も同じ気持ちをもたれたことと思います。 

第 1 部は前ブロック長の 25 期谷田さんに「私と堀川との関わり」を講演頂

きました。谷田さんは環境学科を卒業され、現在も環境維持活動に取組んでお

られます。堀川の歴史や役割、浄化活動の内容を詳しく語って頂き、とても参

考になりました。 

谷田さんのお話しを聞いた22 期三高邦子さんの感想と、その時読まれた俳句をご紹介します。

堀川と生活を考える会の活動は 10 年以上になる。年間 52 回の水質調査、河川周辺の清掃は年

13 回に及ぶ。こうした地道な活動により小魚や鳥が棲むようになりました。谷田さんの手作り

スライドを駆使したベテランならではの解説に、素晴らしいひと時を過ごすことができました。

しかし、桜が咲き誇る古はかえらず、子供たちも戻っていない。川遊びは昔のできごとのようで

す。こんな思いを込めて一句詠まれました。 

 

 

 

第 2 部は浜木綿で懇親会です。始めに副会長の青山博美さんから天白こじょう会、学園の情報

をお聞きした後、16 期 宮野清江さんの乾杯音頭で会食を始めました。久しぶりにお会いしまし

たがとてもお若いですよ。参加者の自己紹介、近況報告などで盛り上がり楽しい時を過ごすこと

ができました。 

最後は今年入会された 31 期の新田元廣さんのギター伴奏により皆で合唱しました。 

皆様また次回にお会いいたしましょう。 

 

 

 

 

  

「子らの声なし江戸運河水澄めり」 

しだれ梅（農業センター） 
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天白川緑道清掃活動に参加して 
                       31 期 生活Ｂ 伊藤 初枝  

私は、当会の一員として、月 1 回第 2 金曜日に天白区役所近辺と西側の緑

道を清掃しています。清掃活動にかかる時間は30 分程度です。 

清掃活動で拾うごみは、主にタバコの吸い殻・空き缶・空き瓶等です。しか

し、春や秋の気候が良いときは、河原で楽しんだ後のお弁当やアルコール等の

飲み物のごみも多く見られます。時たま家庭のごみと思われるゴミ袋に入った

大きなごみもあります。え！と思

うような不燃ごみもあります。 

 入会した時は、椎間板ヘルニアで清掃活動には参加

できませんでした。でも痛みもなくなった 3 年前か

ら緑道清掃に参加しています。皆さん、夏の暑いとき

も汗を流しながら活動されています。 

今後も皆さんと楽しく参加し清掃活動を通じて、地

域の美化や環境保護に貢献できたらと思っています。 

 

 

 
 

カラオケ同好会に参加しませんか 

      30 期 美術 栗山 憲夫 

 天白こじょう会のカラオケ同好会は、2009 年 11 月に発足し今年で 15 年

を迎えます。 

皆さんが、楽しい時、苦しかった時、悲しかった時、嬉しかった時、色々な思

いを心に刻み、歌と共に生きてきました。歌う本人はもとより、仲間の歌を聞き、

懐かしんだり、励まされたり、感激・感動を覚えたりするものです。時には自分

も歌ってみようと練習したり、歌を聞きに行ったりします。大きな声

で歌っていると、心も晴れ晴れと、明日への活力が湧き出てくるよう

な気がします。カラオケは私達高齢者にとって、心と体の健康を保つ

のに最適ではないかと考えています。 

第１回目の会場は、

『カラオケ喫茶（かく

れんぼ）』でスタートしました。今はジャパンレン

タカー天白店にて毎月１回（第 1 月曜日）午後２時

から４時まで、２部屋をお借りして、歌ったり、お

しゃべりを楽しんでいます。 

毎回、期を跨いだ歌好きな仲間が 10 名ほど集っ

ていますので、皆さんもお気軽にご参加ください。

お待ちしています。          
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囲碁同好会に入会して 

      32 期 健康A 奥村 恵子 

 当会に入ってすぐに囲碁同好会に入会し、はや 5 年が過ぎました。囲碁の

最年少プロ棋士「仲邑 菫（なかむらすみれ）、当時 10 歳」に感化されてのこ

とでした。 

仲邑プロは、もっともっと強くなるために韓国に行かれましたね。私はとい

うと、なかなか進歩せずとても上達しているとは思えませんが、まあそれなり

にです。そして先輩方皆さんと交流できることが楽しいです。有段者の方でも、

初心者の方でもぜひぜひ参加、入会をお待ちしています。 

特に女性の方、私の囲碁友達になって下さいませんか？ 宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

    

 

麻雀同好会の 1 年を振り返って 
29 期 生活A 佐々山 浩将 

コロナ禍も“０”とはいかないまでも沈静化傾向となる中、マスク着

用・手指消毒・換気の徹底を守り、活動を続けてきました。 

今年度 1 月までの活動結果は、 

・開催回数：10 回（毎月 1 回） 

・参加人数：73 人（1 回あたり 7.3 人）、4 卓迄可能 

※ 健康麻雀です。初めての方は勿論、どなたでも参加OK。 

※ 手指の運動・頭の体操に最適、認知症予防にも効果大です。 

お友達をお誘いの上是非ご参加ください。 

(1) 日時：毎月第 1 木曜日13：00～17：00 

(2) 場所：八事東コミュニティーセンター 

(3) 費用：1 回に付き 200 円（部屋代）。年会費は不要。 

連絡先： 佐々山 浩将（同好会会長）  090-9949-5202 

  綿貫 幸夫 090-1411-7733、奥村 恵子 090-7687-3651  

1.日時：毎月第 3 水曜日 13 時～16 時 

2.会場：原コミュニティセンター 

3.費用：300 円/回（4 月から適用） 

 

役満（四暗刻
ス ウ ア ン コ

）達成 

（1 月例会で） 
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天天会へのお誘い 
31 期 生活B 川上 茂雄 

天天会と聞いて、実際に何をやる会かわかる方は少ないと思います。 

天白区在住の 20 期の卒業生仲間が中心となって声を掛け合い、料理やごはん

を食べながら、お酒を飲む人も、飲まない人も、おしゃべりをしながら憩いのひ

と時を過ごそうと言う趣旨で始まりました。平成 19 年に設立され今年で 18

年目に入りました。 

名称を天天会としたのは、「天白区」の‟天„と「20 期」の‟20„＝「10（テ

ン）＋10（テン）」の洒落だそうです。当初は「天々会」と言っていましたが、いつからか「天天

会」と変更され現在に至っています。毎月 20 日が開催日となっています。特定の曜日を開催日に

すると他のスケジュールと重複した場合、

全く参加できないという方でも月が変われ

ば気軽に参加できます。 

誰でも予約なしで集まれるし、何を注文

しても良い。何を飲みながらでも良い。話

題も何でも OK。年齢も期も自由。気力と

体力が続く限り、気兼ねなく交流できる会

です。 

一度ご参加いただき、雰囲気を味わって

下さい。お待ちしています。 

 

4 月から、会長が 西 かずゑさんから 川上 茂雄に交代することになりました。引き続き新しい

天天会もよろしくお願い致します。 

 

 

  

・ 開催日時：毎月20 日（土・日・祝日も開催）16 時～18 時 

・ 開催場所：和風レストラン・てんぐ大ホール  

天白区原 1-2106 （052-808-1661） 

※1：地下鉄原駅 2 番出口から南へ、最初の信号手前側を左折、直進 

直ぐ左側。徒歩約 5 分 

※2：入店して直ぐ右側の席が定席です 

・ 会費  ：原則、毎回割り勘で会費を徴収 

・ 連絡先 ：川上 茂雄 （会長）  090-5459-9204 

奥村 恵子       090-7687-3651   
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太極拳同好会の忘年会を開催しました 
30 期 国際B 馬場 興樹 

かねてより同好会仲間と懇親を深めようと機会を待っていたところ、小島会

長からタイミングよく、原コミセンの近くの「お好み焼き「tsunagi」」を紹

介されました。12 月 22 日(金)、太極拳の稽古終了後にお店に直行して、同

好会初の忘年会（13 名参加）を開催しました。 

お店のご厚意で「平日フリードリンク 2 杯」の処を 3 杯に増やし、更に酎

ハイをちょっと濃い目にして頂くなど、サービス十分なもてなしに、話も弾み、

皆さん大満足された様子でした。 

同好会結成から 1 年 5 か月経過しました。先だって不老拳（楊名時太極拳 24 式の前半部分の

呼び方）を皆で演舞したところ、全

員の呼吸が揃って場の空気が一つに

なっているのを感じることができま

した。其々の演舞者が動きに合わせ

て気を発しており、これが場の一体

感として感じられたのだと思います。

これからも同好会仲間と、技の上達

と健康増進を目指して、楽しみなが

ら稽古に励んでいきます。 

いつでもどなたでも、ご参加を待

っています。 

 

1. 練習日時：金曜日 13：30～15：30（月3 回） 

2. 練習場所：原コミュニティーセンター 

3. 会費等 ：半年で 3,000 円（4 月と 10 月に徴収） 

4. 連絡先 ：馬場 興樹（同好会会長） 080-1588-1720 

         川上 茂雄        090-5459-9204 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

＜短歌 4 首＞ 
                 26 期 国際 斉藤 昌和 

・ 愛するも別れる為に生きている、そんな気のする告別の夜 

・ 野に住みて貧しくあれど卑にあらず、鷲の如くに強くなりたし 

・ 飛鳥寺の庭の落ち葉を焚く煙 高くのぼりて吾は旅びと 

・ 空と海一つになりて燃え上がる 炎の如し日間賀の夕映え 
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映画看板の街を訪ねて 
26 期 国際 斉藤 昌和 

【東京／青梅】 平成25 年夏、友人と会うために訪問。 

 JR 青梅駅のホームに降り立つと、木製の待合室にかかる昭和の映画看板が迎

えてくれた。改札を出ると商店の屋根や壁面、バス停や公園のフェンスまで昭和

の映画看板が掲げられている。郷愁を誘う昭和の街並み。この街にはかつて３つ

の映画館があり、当時の最先端の娯楽として人々を楽しませたが、この時にはな

くなっていた。 

昭和映画看板の街として全国から人々が押し寄せていた。看板を描いたのは「最後の映画看板師」

と呼ばれ、「板看（いたかん）さん」と親しまれていた久保板観さん（本名・久保昇、昭和 16 年

生まれ）であった。 

年間 365 枚以上の映画看板を描くも、テレビの影響で映画産業が斜陽になり、市内にあった映

画館は廃業したが、平成 3 年から地元商店街の町おこしに協力し、平成 6 年から青梅の商店街に

昭和の映画看板が再び飾られる様になった。 

 

青梅市の商店街に掲げられ「昭和のまち」を演出してきた映画看板が、平成 30 年に撤去され

た。久保板観さんが亡くなり、長年の掲示で歩道への落下などの懸念が出てきたためであった。

映画が娯楽の最高峰だった時代を思い起させる手書きの看板が 24 年の役割を終えた。  
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【北海道夕張炭鉱の街／ゆうばりキネマ街道】 平成 27 年 8 月に訪れた。 

夕張は炭鉱の街で多くの映画館があったが、炭鉱の閉山と共に映画館も閉店となった。 

娯楽の少ない時代は映画が数少ない楽しみのひとつであり、夕張は「映画のある街」でまちおこし

をしてきた。 

その一環として本町地区の商店街を活性化しようと、平成 12 年から沿道の店舗を中心に名画の

絵看板をかざり、「ゆうばりキネマ街道」と名付けた。どこか懐かしい街並みを歩いてみると、た

くさんの絵看板が並ぶ光景にタイムスリップしたような感覚になった。 

 

「キネマ街道」に掲げられていた看板は、日本映画 17 枚、外国映画 18 枚であった。 

 

＊日本映画 

君の名は、白昼の無頼漢、東京物語（2 枚）、次郎長富士、カルメン故郷に帰る、瞼の母、 

網走番外地、日本侠客伝、悲しき口笛、長崎ぶらぶら節、七人の侍、黒部の太陽、 

男はつらいよ（第 1 作）、男はつらいよ／知床慕情、男はつらいよ／寅次郎恋歌 

喜びも悲しみも幾年月 

＊外国映画 

太陽がいっぱい、サウンド･オブ･ミュージック、ローマの休日、帰らざる河、シェーン、 

ゴルゴ 13、ジャイアンツ、シャレード、007 ドクター･ノオ、狼よさらば、猿の惑星、 

史上最大の作戦、クレオパトラ、ダイ･ハード、南太平洋、心の旅路、荒野の七人、 

狼の挽歌 
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３月 ４月 ５月 ６月 ７月

袋詰･役員会 袋詰･役員会 役員会 役員会 袋詰･ﾘｰﾀﾞｰ

拡大
16(土)

13:30～

総会
17(水)

10:00～

拡大
６(土)

13:30～

１６(土)
110号

６(土)
111号

　毎月第１,３土曜日　（雨天の場合翌日） 9～10時 植田中央公園 坂井詔男

　毎月第３土曜日　（雨天の場合翌日） 9～10時 戸笠公園 杉山元浩

　毎月第２金曜日

　毎月第４土曜日　（雨天の場合翌日） 9～10時 天白公園 水野正弘

あしたの丘

特養ほほえみ

寿荘

　毎週木曜日 植田中央公園

　毎週金曜日 天白公園

　毎月1、2、4 の月曜日

（祝日や講師の都合で変更あり）

　毎月第１月曜日 14～16時
ｼﾞｬﾊﾟﾝﾚﾝﾀ
ｶｰ /天白

綿貫幸夫

　毎月20日 16～18時 てんぐ原店 西かずゑ

BBQ/

行事共催
斉藤昌和

行事Ｇと
共催

(未定) 佐治　學

生涯学習
センター

金丸正美

　毎月第３水曜日 原コミセン 西尾克己

地下鉄原駅
9:30集合

水野正弘

八事東
コミセン

佐々山浩将

原コミセン 馬場興樹

＊第三街路樹愛護会は、2023年12月に解散しました。

天白在宅
サービス

センター、
生涯学習

センター、
他

　毎月第１、２、３月曜日

15(金)
13:０0

13(土)
13:０0

１8(土)
13:30

８(土)
13:30

５(金)
13:０0

 １(金)

心の絆創膏

ちぎり絵
体験会

バスツ
アー

　行事予定表（３月～７月）＊１月末時点での予定です。変更・中止にご注意下さい。

行　　　事
実 施 予 定 日 ・ 時 間 等　

場  所
担当者

（令和５年度）

小島　明
青山博美

拡大役員会・総会

市川正信

鯱城会他関連行事

行　　　事
14(木)

地域巡り
(史跡散策)

17(水)
懇親会

BBQ/
アウトド
ア共催

広 　　 報
こじょう会だより 川上茂雄
ホームページ更新 随時

役員会

豊田悦造
（雨天の場合翌週、1・8月は休み）

9～10時 天白区役所

  ７(木)
ＯＢ文化祭

鶴舞公園ｸﾘｰ

ﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

１０(日) ｳｲ

ﾒﾝｽﾞﾏﾗｼｿﾝ

天白ｸﾘｰﾝ

ｳｵｰｷﾝｸﾞ

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

植田中央公園
愛護会

戸笠公園愛護会

施 設 訪 問

調整中

イベント応援（先方からの連絡待ち）

天白公園第4愛護会

天白川緑道清掃

同
好
会

グラウンド
ゴルフ

9～12時

　毎月第１木曜日　　　　　　　　　　　　  13～17時麻雀同好会

健康ウオーク

太極拳同好会 　毎月３回、金曜日 　　13:30～1５:30

　毎月第１水曜日　

リズム体操
クラブ

　　　 10 ～11:30

囲碁同好会

戸谷和代１回/月、日程を調整しつつ実施

　　　　13～16:30　

パソコン研究会

斉藤昌和

カラオケ同好会

天天会(食事会)

アウトドア会

史 跡 散 策

林口　強

平針新公民館

13:15～14:45
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〈訃 報〉 

小山 良太 さん 

植田ブロック  27 期 文化B  

12 月にご逝去されました。 

第三街路樹会長として、長らくご尽力頂き

ました。謹んでお悔やみ申し上げます。 

 

〈訃 報〉 

武富 光子 さん 

南天白ブロック 23 期 文化B  

1 月にご逝去されました。 

謹んでお悔やみ申し上げます。 

＜編集後記＞ 

 暗いニュースが多い中、久しぶりに「H3 ロケット 2 号機の打ち上げ成功」の嬉しいニ

ュース（2/17）が飛び込んできました。昨年3 月の 1 号機打上げ失敗から 1 年足らずの

短期間で、国産ロケットの打上げを成功させた日本（ＪＡＸＡ）の技術力の高さは世界に誇

れるものです。 

 宇宙開発競争では、米国のアルテミス計画やスペースＸ社のロケット打ち上げが話題を独

占し、それを中国やインドが追い上げる形ですが、日本も漸く第一歩を踏み出しました。 

今後のコスト削減と、打上げ実績を重ねて信頼性向上、競争力向上を図ることが当面の課題

と言われていますが、総合的な技術の集約である宇宙産業は資源の少ない日本にとって、大

きな夢であり、将来の発展を支える鍵となります。1 度や 2 度の失敗で後退しないよう皆

で応援して行きましょう。生きているうちに月や火星に行けたら最高ですね。 

 

 丁度、こじょう会だより 110 号の第 3 回（最終）編集会議をやっているところに、37

期生の「入会申込書」の最終確認に鯱城学園に行っていた青山さんから、「新たに６人の入

会申込があった」との大変嬉しい報告が入りました。区会説明会（1/26）での申込者と合

計すると「13 名」に。待望の「2 桁」達成です。一日も早くコロナ禍前の日常が戻って来

ることを祈念しています。 

広報担当 川上 

  

 

＜編集スタッフ＞ 
発行責任者   小島   明 

広報リーダー  川上 茂雄 

編集委員    宮前 裕道 福永 時継 

 遠藤 信子 青山 博美 

 久野 清和 若原 高生  
（JAXA 月周回衛星かぐや撮影） 

月から見た地球 


